
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言葉にならない恐怖と悲しみを生んだ３月１１日を私たちは永遠に忘れることはできません。 

いま被災地は、壊滅の中から立ち上がろうとしています。そこに心の灯火をと願います。 

どうでしょう、ご自分の好きな本を、励ましの心をこめて被災の町にお届けできないでしょうか。 

そこに短くてもいいですからお手紙を添えてください。 

それがいつしか「手紙文庫」になり、 

あなたと被災地の人々との心の交流につながっていくことを祈っています。 

 

 

手紙文庫 

手紙と本でこころをつなぐ。 


